


 

 １．連結営業収益：8,001億（前期差＋109億 前回予想差▲68億） 

 

 ２．連結営業利益：  62億（前期差▲172億 前回予想差▲57億） 

 

 ３．通期連結業績予想 

    以下の前提により前回予想から下方修正となるが、 

    グループの総力を挙げて取り組み、増収増益となる予想 

     （１）数量 

        ・通期の宅急便（3商品合計）数量は、前期比＋2.5%となる見通し 

        ・下期の宅急便（除くネコポス）数量は、増加に転じる見通し 

     （２）単価 

        ・宅急便（除くネコポス）単価は、継続して対前期で上昇 

     （３）営業収益 

        ・ホームコンビニエンス事業の新たな単身者向け引越サービスについて、 

          エリア拡大や法人向け提供について慎重に検討を継続 

   （４）営業費用 

        ・宅急便取扱数量のピークとなる12月に向けて、適正な集配体制の構築を推進 

        ・第4四半期の業務量を勘案した稼働設計を行うなど、コストコントロールに注力 

    

   



１．営業収益  8,001億（前期差＋109億） 

  （１）デリバリー事業 ：プライシングの適正化やネコポスの取扱数量の増加により増収 

  （２）ノンデリバリー事業  ：引越サービスの休止、 スポット案件の反動減、 

                          新規案件獲得の遅れなどにより減収 

 

２．営業利益    62億（前期差▲172億） 

   営業費用の増加を、営業収益の伸びで吸収できず減益 

   

３．営業外損益        ▲34億（前期差▲28億） 

  （１）営業外収益      12億（前期差＋  0億） 

  （２）営業外費用      47億（前期差＋28億） 

       ・持分法適用会社の投資損失 36億（前期差＋26億） 









1. 人件費     ＋200億（＋ 4.9%） ：集配体制の構築に向けた増員など 

   （１）社員給料    ＋135億 

   （２）賞与関連    ＋ 21億 

   （３）厚生・法定福利費        ＋ 42億 

 

２．下払経費     ▲ 86億（▲2.8%） 

     （１）委託費                  ▲ 92億（▲7.3%） ：外部配達委託に係る費用を抑制 

   （２）傭車費    ＋ 37億（＋3.9%） ：傭車単価上昇等により増加 

   （３）下払経費その他     ▲ 31億（▲ 3.8%） 

    
３．車両費     ＋ 6億（＋2.7%） 

   （１）燃料油脂費    ▲ 1億（▲1.4%） ：燃料単価下落 

   （２）車両修繕費    ＋ 8億（＋7.1%） 

 
４．その他経費    ＋127億（＋7.8%） 

   （１）減価償却費    ＋ 30億（＋13.4%） ：車両や機械装置、建物など 

   （２）施設使用料    ＋ 18億（＋ 5.5%） ：流山ベースなど 

   （３）コンピュータ費    ＋ 16億（＋ 9.1%） ：第８次NEKOシステムに係る費用など 

   （４）諸修繕費    ＋ 26億（＋40.3%） ：「働き方改革」の推進による環境整備など 







１．営業収益 

 （１）デリバリー事業 

      足元の状況を踏まえ、宅急便（除くネコポス）の取扱数量・単価、ネコポスの単価の予想を変更 

 （２）ホームコンビニエンス事業 

      新たな単身者向け引越サービス以外のサービスを休止している状況を勘案し、前回予想を変更 

 （３）BIZ-ロジ事業、e-ビジネス事業、フィナンシャル事業 

      足元の状況を踏まえ、前回予想を変更 

                     
 ２．営業利益 

      人件費、下払経費を中心に業務量に応じたコストコントロールに努め、 

      営業費用は前回予想差▲150億とし、営業利益は前回予想差▲100億 
   

 ３．経常利益 

       営業利益予想の変更を踏まえ、前回予想を変更 

 

 ４．親会社株主に帰属する当期純利益 

       経常利益予想の減額に伴い、前回予想を変更  



  １．人件費 ：業務量に応じて集配体制整備の見直しを進めることなどを踏まえ、前回予想を変更 

       

  ２．下払経費  

    （１）委託費：業務量に応じたコストコントロールに努め、前回予想を変更 

    （２）傭車費：傭車契約単価の上昇等を踏まえ、前回予想を変更 

    （３）その他  ：ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ事業、ﾎｰﾑｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽ事業の収益予想の変更を踏まえ、前回予想を変更 

   

  ３．その他経費：設備投資のタイミング等、足元の状況を踏まえ、減価償却費を前回予想から変更 

   

       

          





不採算取引の見直し等により数量は減少 
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